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★業務量について 

事     項 単位 
平成 30年度 

決算 

令和元年度 

決算 

比較増減 

増減 率 

計画給水人口 人 65,000 65,000 0 100.0 

年度末給水人口 人 47,853 47,135 △718 98.5 

年度末給水戸数 戸 21,829 21,750 △79 99.6 

計画給水人口に対する普及率 ％ 73.6 72.5 △1.1 98.5 

年間総配水量 
㎥ 

5,286,135 5,265,320 △20,815 99.6 

１日最大配水量 
㎥ 

16,259 16,140 △119 99.3 

１日平均配水量 
㎥ 

14,483 14,386 △97 99.3 

１人１日最大配水量 ㍑ 340 342 2 100.6 

１人１日平均配水量 ㍑ 303 305 2 100.7 

年間給水量（有収水量） 
㎥ 

4,757,315 4,686,670 △70,645 98.5 

有収率 ％ 90.0 89.0 △1.0 98.9 

・本年度における給水戸数は 21,750戸で，前年度に比べ 79戸の減少となりました。 

・給水人口は 47,135人で，前年度に比べ 718人減少し，行政区域内人口に対する普及率は， 

99.0％となりました。 

・配水量は 5,265,320㎥で，前年度に比べ 20,815㎥の減少となりました。 

・有収水量は 4,686,670 ㎥で，前年度に比べ 70,645 ㎥の減少となり，有収率は，前年度より 1.0

ポイント低下し，89.0％となりました。 

 

★ 決算概要 

◆収益的収支                （金額単位：円） 

 

 

 

 

 

 

令和元年度笠岡市水道事業会計決算では，収益的収入が約 13 億 3,100 万円となり，前年度に比べ

約 4,100 万円の増収となりました。 

また，収益的支出は約 12 億 1,300万円で，前年度に比べ約 3,100 万円増加しました。 

年 度 収益的収入 収益的支出 当年度純利益 

令和元年度 1,330,611,569 1,212,842,148 117,769,421 

平成 30年度 1,290,085,659 1,182,278,221 107,807,438 

差 引 40,525,910 30,563,927 9,961,983 
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この結果，収益的収支において約 1億 1,777万円の当年度純利益が生じています。 

剰余金の処分については，前年度からの繰越利益剰余金と合わせた未処分利益剰余金約 2 億 2,061

万円のうち，建設改良積立金へ１億 7,000 万円積立て，自己資本金へ 5,000 万円組入れました。 

 

◆資本的収支                （金額単位：円） 

 

 

 

 

 

資本的収入は約2億6,900万円で，前年度に比べ約1億2,900万円増加しました。 

資本的支出は約5億9,400万円で，前年度に比べ約2億6,400万円増加しました。 

  

★損益計算書（経営成績） 

損益計算書は，１事業年度中の全ての収益と全ての費用を記載し，経営成績を明らかにするための 

報告書です。                     （金額単位：円） 

 

・収益は，営業収益・営業外収益及び特別利益に分類されます。 

・営業収益は，主たる営業活動から生じる収益をいい，水道事業においては，水道料金収入がそのほと

んど（96.4%）を占めています。営業外収益は，預貯金・貸付金から生じる受取利息や他会計補助金

等に加え，長期前受金戻入（固定資産の減価償却費のうち，その固定資産の取得費に充てた自己資金

以外（補助金・工事負担金など）の金額に相当する額）が計上されます。特別利益は，当年度の経常

的な損益計算に算入されない過年度損益修正益（過去の収益の修正による増加）等があります。 

・費用は，営業費用・営業外費用及び特別損失に分類されます。 

・営業費用は，主たる事業活動のため生じる費用で，笠岡市の場合は，後述の水道事業費用内訳のとお

りで，受水費（岡山県西南水道企業団から購入する水の費用）が約半分を占めています。営業外費用

は，借入金の支払利息等です。特別損失は，事業の通常の経営に伴うものでなく，過年度損益修正損

（過去の収益の修正による減少）等があります。 

 

年 度 資本的収入 資本的支出 差 引 額 

令和元年度 268,771,590 593,747,785 △324,976,195 

平成 30年度 139,481,592 329,907,666 △190,426,074 

差 引 129,289,998 263,840,119 △134,550,121 

1.営業収益 1,122,869,510 ［1］ 

2.営業費用 1,131,220,792 ［2］ 

営業利益 △8,984,186 ［3］＝［1］－［2］ 

3.営業外収益 204,630,953 ［4］ 

4.営業外費用 180,653,334 ［5］ 

経常利益 171,669,148 ［6］＝［3］＋(［4］－［5］) 

5.特別利益 3,744,010 ［7］ 

6.特別損失 57,643,737 ［8］ 

当年度純利益 117,769,421 ［9］＝［6］＋(［7］－［8］) 
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★貸借対照表（財産状態） 
 貸借対照表は，年度末の 3 月 31 日における資産・負債及び資本を総括的に表示し，財産の状態を  

明らかにする報告書です。                            （金額単位：円） 

◆資産の部 ◆負債の部 

1.固定資産  3.固定負債  

(1)有形固定資産 6,767,937,997 (1)企業債 107,720,629 

  (2)無形固定資産 306,467,368   (2)引当金 106,554,068 

  (3)投資 26,566,000 4.流動負債  

2.流動資産  (1)企業債 26,251,605 

  (1)現金預金 1,741,167,382   (2)未払金 254,248,211 

  (2)未収金 540,724,717 (3)引当金 8,712,909 

  (3)貯蔵品 54,053,162  (4)その他流動負債 95,696,869 

  (４)前払金 20,072,028 ５.繰延収益  

資産合計 9,456,988,654 (1)長期前受金 7,733,594,457 

資産合計と負債資本合計は，常に一致します。 

(2)長期前受金収益化累計額 △4,519,109,301 

負債合計 3,813,669,447 

◆資本の部 

６.資本金  

 (1)自己資本金 4,051,000,603 

７.剰余金  

 (1)資本剰余金 651,707,564 

 (2)利益剰余金 940,611,040 

資本合計 5,643,319,207 

負債資本合計 9,456,988,654 

 

◆有形固定資産明細                                       （金額単位：円） 

資産の種類 年度末償却未済高 

土地 427,642,902 

建物 379,468,751 

構築物 5,513,915,688 

機械及び装置 281,928,955 

車両及び運搬具 2,437,816 

工具器具及び備品 1,436,233 

量水器 74,103,602 

建設仮勘定 87,004,050 

合 計 6,767,937,997 

有形固定資産

量水器

1%

車両運搬具

0%

建設仮勘定

1%

工具器具備品

0%

機械装置

4%

土地

6%

建物

6%

構築物

82%

土地 建物 構築物 機械装置

車両運搬具 工具器具備品 量水器 建設仮勘定



4 

 

◆水道事業費用内訳                            表示単位（金額：千円，割合：％） 

区 分 
平成 30年度 令和元年度 比較増減 

金 額 割合 金 額 割合 金 額 割合 

人件費 143,474 12.1 114,063 9.3 △29,411 79.5 

支払利息 5,921 0.5 4,638 0.4 △1,283 78.3 

減価償却費 284,544 24.1 279,850 23.1 △4,694 98.4 

動力費 14,178 1.2 14,157 1.2 △21 99.9 

修繕費 109,105 9.2 87,826 7.2 △21,279 80.5 

材料費 926 0.1 807 0.1 △119 87.1 

薬品費 313 0.0 205 0.0 △108 65.5 

受水費 527,826 44.6 526,796 43.4 △1,030 99.8 

その他 95,992 8.2 184,499 15.3 88,507 192.2 

合 計 1,182,279 100.0 1,212,841 100.0  30,562 102.6 

 

令和元年度費用構成表

材料費
0%

修繕費
7%

動力費
1%

薬品費
0%

減価償却費
23%

支払利息
1%人件費

9%
その他
15%

受水費
44%

人件費 支払利息 減価償却費 動力費 修繕費 材料費 薬品費 受水費 その他

・人件費は，職員の給料や法定福利費等です。 

・支払利息は，水道施設を建設するために借り入れた 

資金の利息です。 

・減価償却費は，水道施設を使用することによって 

発生する資産価値の減価分の費用です。 

・動力費は，市民のみなさんに水を送り届けるために必要なポンプ等の電気代です。 

・材料費は，施設設備等の修繕用資材の費用です。 

・薬品費は，水をきれいにするための薬品代です。 

・受水費は，岡山県西南水道企業団から購入する水道水の代金です。 

 

 

笠岡市の場合は，費用構

成の内，約半分が水道水

の購入費なのです。 
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◆岡山県内 15 市の給水原価と供給単価（平成 30 年度） 

 供給単価 給水原価 差引額 

岡山市 156.1 144.7 11.4 

倉敷市 109.3 108.1 1.2 

津山市 205.2 202.3 2.9 

井原市 155.5 146.8 8.7 

総社市 139.7 123.9 15.8 

高梁市 165.1 187.9 △22.8 

新見市 195.8 161.8 34.0 

備前市 149.0 147.1 1.9 

赤磐市 187.5 189.7 △2.2 

真庭市 212.0 235.6 △23.6 

美作市 206.9 201.4  5.5 

玉野市 118.2 107.5 10.7 

瀬戸内市 190.1 174.5 15.6 

浅口市 162.3 177.6 △15.3 

笠岡市 230.1 216.9 13.2 
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この数値は，岡山県がホームページ

で公表している「岡山県の水道の現

況」より抜粋したものです。 

「給水原価」は，１㎥ 当たりの水道水

を作るために必要な経費を表してい

ます。 

「供給単価」は，みなさんからいいた

だいた水道料金の水道水１㎥ 当たり

の平均単価を表しています。 
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◆配水量，給水量及び有収率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

配水量（㎥） 5,479,848 5,462,310 5,476,668 5,286,135 5,265,320 

給水量（㎥） 4,983,834 4,969,965 4,880,072 4,757,315 4,686,670 

有収率（%） 90.9 91.0 89.1 90.0 89.0 

※有収率とは，年間配水量（岡山県西南水道企業団から購入した水量）に対する，年間給水量（料金収

入があった水量）の割合で，100％に近いほどよい。 

 

◆岡山県内 15 市の有収率 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

岡山市 90.0 90.8 90.8 90.5 

倉敷市 92.6 93.5 93.0 92.4 

津山市 83.7 84.2 84.0 85.0 

玉野市 91.6 92.3 92.0 91.8 

井原市 84.1 83.6 83.2 84.3 

総社市 88.7 89.0 88.9 89.1 

高梁市 83.5 83.0 83.7 71.8 

新見市 87.0 86.4 89.4 87.3 

備前市 79.7 80.5 77.6 75.5 

瀬戸内市 82.7 81.6 82.4 83.2 

赤磐市 85.9 86.7 88.1 88.1 

真庭市 80.8 84.9 82.1 82.4 

美作市 80.6 79.5 76.9 74.8 

浅口市 93.5 92.8 92.7 92.5 

笠岡市 90.9 91.0 89.1 90.0 

県内 15 市平均 86.4 86.7 86.3 89.3 

配水量，給水量及び有収率
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本市の水道事業においては，経費の節減とサービスの向上に努め，安定した経営に取り組ん

できました。 

しかし，人口の減少や節水機器の普及等による有収水量の減少に伴い，水道料金収入が減少傾

向にあります。一方で，水道施設の老朽化が進行しており，更新に取り組まなければなりません。

そこで，平成29年度に策定した水道施設の中長期更新計画に沿って水道施設の更新を進めている

ところです。 

今後とも，ライフラインとしての水道事業の重要性を深く自覚し，「市民のための水道を未来

へ」の基本理念の下，安心・安全な水を安定的に継続して供給できるよう，着実に事業運営に取

組んで参ります。 


